別紙１
Fukuoka Global Launchpad Program事業計画書
【応募者情報】
	所在地
	

	代表者役職・氏名
	

	法人名
※創業予定者等は
事業名等を記載
	

	事業ステージ
（法人記載欄）
※該当箇所を囲み、ご提出　ください。
	プレシード ・ シード ・ シリーズÅ ・ シリーズＢ ・ シリーズＣ以降

	従業員数
（法人記載欄）
	

	対象者要件
（法人記載欄）
※要件を満たしているか　チェックの上、ご提出ください。（□⇒■）
	□ 市税に係る徴収金（市税及び延滞金等）を滞納していないこと。
[bookmark: _Hlk210722547]□ 役員が福岡市暴力団排除条例（平成22年福岡市条例第30号。以下「暴排条例」という。）第2条第2号に規定する暴力団員若しくは同条例第6条に規定する暴力団又は暴力団員と密接な関係を有する者でないこと。
□ 福岡市内に本店を有すること。
　 又は、令和９年３月31日までに福岡市内に本店若しくは支店の設置を検討して  
いること。
□ 令和７年４月１日時点で「会社設立」してから概ね15年以内であること。
（設立年月：　　　　　　年　　　月）
□　代表者（CxOなどの決定権がある方）又は海外事業責任者が、責任を持って
プログラムに対応可能であること。

	対象者要件
（創業予定者等記載欄）
※要件を満たしているか　チェックの上、ご提出ください。（□⇒■）
	□ 市税に係る徴収金（市税及び延滞金等）を滞納していないこと。
□ 役員が福岡市暴力団排除条例（平成22年福岡市条例第30号。以下「暴排条例」という。）第2条第2号に規定する暴力団員若しくは同条例第6条に規定する暴力団又は暴力団員と密接な関係を有する者でないこと。
□ 令和８年３月31日までに福岡市内で会社を設立する計画があること。
（設立予定年月：　　　　　　年　　　月）
□ 創業予定者又は研究者が、責任を持ってプログラムに対応可能であること。



１．プログラム参加の目的や目指す成果
	








２．研究やサービス、プロダクト等の市場性・成長性
※市場規模（国内・国外）、市場獲得の方策（価格帯、販売経路）などを記載してください。
	







３．研究やサービス、プロダクト等の革新性・競争優位性
※市場動向やターゲット顧客などをふまえ、競合と比較した優位性などを記載してください。
	







４．米国における事業計画
※米国における活動計画やスケジュール（想定）等を記載してください。
	







５．本プログラムにおける商談希望先
※投資家・事業連携パートナー候補・共同研究先などを記載してください。
ただし、商談先企業の意向もあるため、必ずしも希望先全てと面談できるとは限らないことに留意すること。
	







６．実施体制
※本プログラムに参加する方やチームについて記載してください。
	






７．福岡市内への本店・支店設置計画について【法人記載欄】
（福岡市内に本店・支店がない場合のみ記載してください）
　　※予定時期や候補場所、移転理由などについて記載してください。
	







